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学校法人 葛谷学園 

中和医療専門学校 

 

 中和医療専門学校では、学校教育法、専修学校設置基準、あん摩マツサージ指圧師、はり師、

きゅう師学校養成施設認定規則、柔道整復師養成施設指定規則、あん摩師等法、柔道整復師法

等関係法令を遵守し、健全な学校運営と教職員の資質向上に取り組んでいます。 

 本校はあん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師及び柔道整復師の養成を行う高等教育機

関として、社会で求められる人材を輩出する実践的職業教育を行っています。 

 本校はこうした役割を担うにあたり、本校の情報を公開し、本校の教育活動への理解と協力、

及び業界との連携を促進し、業界や学生・保護者、地域社会との信頼関係を築いていきたいと

考えています。 

 そのため、以下の項目について情報を公開しています。 

１．学校の概要、目標及び計画 

 【１】建学の精神・校訓、教育方針 

 【２】理事長及び校長名、所在地、連絡先 

 【３】学校の沿革 

 【４】学校保健計画・学校安全計画 

２．各科の教育内容 

 【１】入学者に関する受入方針、定員及び在校生数 

 【２】教育課程 

 【３】進級・卒業の要件等 

 【４】学習の成果として取得をめざす資格 

 【５】資格取得の実績 

 【６】卒業者数及び進路 

３．組織及び教職員の状況 

 【１】教職員の組織 

 【２】教職員数 

４．キャリア教育・実践的職業教育 

 【１】キャリア教育への取り組み状況 

 【２】実技・実習等の取り組み状況 

 【３】就職支援の取り組み状況 

５．様々な教育活動・教育環境 

 【１】学校行事 

 【２】課外活動 

６．学生の生活支援 

 【１】学生支援の取り組み状況 

７．学生納付金・就学支援 

 【１】学生納付金の取扱い 

 【２】奨学金、授業料減免等の経済的支援 

８．学校の財務状況 

９．学校評価 

 【１】学校自己評価報告書及び改善方策 

 【２】学校関係者評価報告書及び改善方策 



１．学校の概要、目標及び計画 

 

 【１】学校の教育目標 

【教育理念】 

  確かな医療技術と医療人として相応しい人格を兼ね備えた施術者の育成 

 

    【建学の精神】 

    中庸と和、そして寛容の心 

 

    【教育目標】 

   （１）人間としての人格の完成をめざす。 

     ①人の心の痛みを理解し何事にも最善を尽す誠実な心を育てる。 

     ②和と寛容の心を養い・助け合い・互いに良きライバルとして切磋琢磨できる人間 

      関係を作る。 

     ③機会をとらえて教養を高め、他人から信頼され尊敬される態度を養う。 

   （２）施術者として勉学に励み技術向上に努める。 

     ①研究心を培うため、常にテーマを持ち、基礎的・臨床的な研究の発表を行える能 

      力を育てる。 

     ②技術によって立つ臨床家の育成をめざし、技術教育の充実を図る。 

     ③入学者全員の卒業と国家試験の全員合格をめざす。 

   （３）社会性のある治療師の育成。 

     ①東洋医学の奥義を究めつつ、東洋療法を確たる不動の信念を持った治療法として 

      実践できる人材を育てる。 

     ②さまざまな情報・知識を駆使して自己の健康管理さらに地域の人の健康維持・増 

      進に役立てる人材を育てる。 

     ③専門の学会や諸団体との連携を取りながら卒業後もその分野の発展に寄与できる 

      よう努める人材を育てる。 

 

  【２】理事長及び校長名、所在地、連絡先等 

 

       学校法人葛谷学園 

理事長 楠本 高紀 

 

       中和医療専門学校 

校 長  清水 洋二 

 

       学校法人 葛谷学園 

 中和医療専門学校 

 〒492-8251 愛知県稲沢市東緑町一丁目１番 81 

 TEL:0587-23-5235  FAX:0587-23-5237 

 E-mail:toiawase@chuwa.ac.jp    https://www.chuwa.ac.jp 

 

 

 

 

 

 



 

 理事一覧 
 第12期任期 

 令和7（2025）年5月29日～ 

 令和11（2029）年定時評議員会終結時 

令和7年5月29日現在 

 

 

学外・学内

の別 
氏 名 

常勤・非常

勤の別 

前職または

現職 
任    期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

学内 楠本 高紀 常勤 理事長 
R7（2025）.5.29～ 

R11（2029）定時評議

員会終結時 
統括代表役員 

学内 清水 洋二 常勤 校長 
R7（2025）.5.29～ 

R11（2029）定時評議

員会終結時 
教育事業担当 

学外 齊藤 泰 非常勤 税理士 
R7（2025）.5.29～ 

R11（2029）定時評議

員会終結時 

学外の学識経験者と

しての意見 

学外 西澤 博文 非常勤 施術所開業 
R7（2025）.5.29～ 

R11（2029）定時評議

員会終結時 

学外の実務経験者と

しての意見 

学外 北川 淳 非常勤 元公務員 
R7（2025）.5.29～ 

R11（2029）定時評議

員会終結時 

学外の実務担当者と

しての意見 

学外 爲房 信弘 非常勤 元公務員 
R7（2025）.5.29～ 

R11（2029）定時評議

員会終結時 

学外の学識経験者と

しての意見 

 

 

  【３】学校の沿革、歴史 

   昭和 33 年 7 月   あん摩マッサージ指圧師養成学校として厚生大臣認可、 

           名古屋市稲葉地に中和理療学校開設 

   昭和 35 年 9 月   医療高等課程あん摩・はり・きゅう科５年課程認可 

           医療専門課程あん摩・はり・きゅう科３年課程認可 

   昭和 46 年 3 月   医療専門課程はり・きゅう科３年課程認可 

   昭和 51 年 9 月   専修学校認可、校名を中和鍼灸専門学校と改称 

   昭和 55 年 2 月   学校法人葛谷学園設立、中和鍼灸専門学校をこの下に組み入れる 

   昭和 57 年 4 月   医療高等課程あん摩・はり・きゅう科５年課程廃科 

   昭和 58 年 4 月   稲沢市東緑町に校舎新築竣工移転 

   昭和 58 年 7 月   講堂新築竣工 

   昭和 61 年 7 月   無料職業紹介業務認可 

   昭和 62 年 4 月   中和鍼灸専門学校附属治療所開設、患者を受入れ臨床実習教育開始 

   昭和 63 年 4 月   学生会館新築竣工 

   平成 2 年 4 月   あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師等に関する法律の改正 

           により医療高等課程あん摩科から医療専門課程あん摩科に変更 

   平成 3 年 3 月   第三校舎新築、附属治療所、実技実習室の新築竣工 

   平成 7 年 2 月   文部省告示 84 号に基づく専修学校の専門課程修了者に専門士の称号 

の付与について認定（あはき関係各科） 



   平成 12 年 4 月  厚生大臣指定、医療専門課程柔道整復科夜間部開設、校名を中和医 

           療専門学校と改称 

                    第四校舎新築、柔道場、図書室、実技実習室の新築竣工 

   平成 15 年 2 月  文部省告示第 84 号に基づく専修学校の専門課程修了者に専門士の 

           称号の付与について認定（柔道整復科） 

   平成 16 年 12 月 第５校舎新築、リハビリ室、研究室、実技実習室の新築竣工 

   平成 17 年 2 月  中和医療専門学校附属治療所（あん摩マッサージ指圧・はり・きゅ 

            う臨床実習室）の第五校舎への移設 

   平成 17 年 4 月  中和医療専門学校附属接骨院開設、患者を受入れ臨床実習教育開始 

   平成 18 年 4 月  あん摩マッサージ指圧・はり・きゅう科定員増員、あん摩マッサー 

           ジ指圧科募集停止 

   平成 20 年 3 月   医療専門課程あんまマッサージ指圧科３年課程廃科 

   平成 21 年 4 月  医療専門課程柔道整復科昼間部開設 

   平成 26 年 8 月  2 号館竣工 

   平成 27 年 4 月  柔道整復科昼間部を柔道整復科Ⅰ部、柔道整復科夜間部をⅡ部に名 

           称変更 

   平成 27 年 7 月  1 号館竣工 

 

  【４】学校保健計画・学校安全計画 

 

 

保 

健 

計 

画 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 

オリエンテーション 

健康管理指導 

胸部Ｘ線撮影 

身体計測 

定期健康診断 

 

大掃除 夏休み中の

健康管理指導 

水質検査 

 

生活態度改善指導 

 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 

 

 

インフルエンザ等の

予防指導 

大掃除 冬休み中の

健康管理指導 

インフルエンザ等の

予防指導 

インフルエンザ等の

予防指導 

生活態度改善指導 

 

 

安 

全 

計 

画 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 

住居・生活状況の確認 

空調・受水槽等点検 

 

建築物定期点検 

エレベータ点検 

防火・避難訓練 

自動ドア・電気関係

点検 

消防設備点検 

夏休み中の安全指導 

 

 

電気関係・エレベー

タ点検 

 

自動ドア点検 

AED講習 

 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 

電気関係点検 

建築物定期点検 

 

空調・受水槽等点検 

エレベータ点検 

消防設備点検 

自動ドア・電気関係

点検 

冬休み中の安全指導 

住居・生活状況の確認 

 

 

電気関係・エレベー

タ点検 

 

自動ドア点検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．各科の教育内容 

 【１】入学者に関する受入方針、定員及び在校生数 

 

 本校の課程、学科及び修業年限並びに定員は、次のとおり。 

課程  学  科 修業年限 入学定員 総定員 学級数 備 考 

医
療
専
門
課
程 

昼 

あん摩マッサージ指圧、

はり、きゅう科 
3年 70名 210名 9学級  

は り、き ゅ う 科 3年 30名 90名 3学級  

柔 道 整 復 科 3年 30名 90名 3学級  

合        計 130名 390名 15学級  

 

 本校の入学資格は次の通り 

   ＊あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師の養成施設にあっては，学校教育法第 

    90 条第１項の規定に該当する者及びあん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師等 

    に関する法律第 18 条の規定に該当する者。 

   ＊柔道整復師の養成施設にあっては，学校教育法第 90 条第１項の規定に該当する者及 

    び柔道整復師法附則第１１項の規定に該当する者。 

 

  在校生数（令和 7 年 4 月 3 日現在） 

あん摩マッサージ指圧、はり、きゅう科    201 名 

    はり、きゅう科               51 名 

    柔道整復科                   35 名 

 

 【２】教育課程（平成 30 改訂） 

     あん摩マッサージ指圧、はり、きゅう科（合計 103 単位） 

   基礎分野（14 単位） 

    科学的思考の基盤 人間と生活（14 単位） 

      心理学：4 単位、保健：4 単位、統計学：2 単位、外国語：4 単位 

   専門基礎分野（28 単位） 

    人体の構造と機能（12 単位） 

      解剖学：4 単位、生理学：5 単位、運動学：3 単位 

    疾病の成り立ち、予防及び回復の促進（13 単位） 

      病理学：2 単位、臨床医学：8 単位、リハビリテーション医学：1 単位、 

      衛生学・公衆衛生学：2 単位 

    保健医療福祉とあん摩マッサージ指圧、はり及びきゅうの理念（３単位） 

      医療概論：2 単位、関係法規：1 単位 

   専門分野（61 単位） 

        基礎あん摩マッサージ指圧学、基礎はり学、基礎きゅう学（9 単位） 

      基礎東洋医学：9 単位 

    臨床あん摩マッサージ指圧学、臨床はり学、臨床きゅう学（15 単位） 

      臨床東洋医学：15 単位 

    社会あん摩マッサージ指圧学、社会はり学、社会きゅう学（2 単位） 

      社会東洋療法：2 単位 

    実習（21 単位） 



      あん摩マッサージ指圧基礎実習：4 単位 

      はり、きゅう基礎実習：6 単位 

            あん摩マッサージ指圧応用実習：4 単位 

      はり、きゅう応用実習 7 単位 

    臨床実習（4 単位） 

      臨床実習：4 単位 

    総合領域（10 単位） 

      東洋医学演習・実習：4 単位、総合演習：4 単位、きゅう総合演習：2 単位 

       

はり、きゅう科（合計 100 単位） 

   基礎分野（14 単位） 

    科学的思考の基盤 人間と生活（14 単位） 

      心理学：4 単位、保健：4 単位、統計学：2 単位、外国語：4 単位 

   専門基礎分野（28 単位） 

    人体の構造と機能（13 単位） 

      解剖学：4 単位、生理学：5 単位、運動学：3 単位 

    疾病の成り立ち、予防及び回復の促進（14 単位） 

      病理学：2 単位、臨床医学：8 単位、リハビリテーション医学：1 単位、 

      衛生学・公衆衛生学：2 単位 

    保健医療福祉とはり、きゅうの理念（3 単位） 

      医療概論：2 単位、関係法規：1 単位 

   専門分野（58 単位） 

        基礎はり学、基礎きゅう学（9 単位） 

      基礎東洋医学：9 単位 

    臨床はり学、臨床きゅう学（13 単位） 

      臨床東洋医学：13 単位 

    社会はり学、社会きゅう学（2 単位） 

      社会東洋療法：2 単位 

    実習（19 単位） 

      はり、きゅう基礎実習：10 単位 

      はり、きゅう応用実習：9 単位 

    臨床実習（4 単位） 

      臨床実習：4 単位 

    総合領域（11 単位） 

      東洋医学演習：4 単位、総合演習：5 単位、きゅう総合演習：2 単位 

 

柔道整復科（合計 102 単位） 

   基礎分野（14 単位） 

    科学的思考の基盤 人間と生活（14 単位） 

      心理学：4 単位、保健：4 単位、統計学：2 単位、外国語：4 単位 

   専門基礎分野（39 単位） 

    人体の構造と機能（15 単位） 

      解剖学：6 単位、生理学：5 単位、運動学：2 単位、機能生理学：2 単位 

    疾病と傷害（11 単位） 

      病理学：2 単位、一般臨床医学：3 単位、外科学概論：2 単位、 

      整形外科学：2 単位、リハビリテーション概論：2 単位、 

    柔道整復術の適応（2 単位） 

      柔道整復術の適応：2 単位 



    保健医療福祉と柔道整復の理念（10 単位） 

      衛生学・公衆衛生学：2 単位、医療概論：2 単位、関係法規：1 単位 

      柔道：5 単位 

    社会保障制度（1 単位） 

      社会保障制度：1 単位 

   専門分野（49 単位） 

         基礎柔道整復学（10 単位） 

      基礎柔道整復学総論：6 単位、基礎柔道整復学演習：3 単位 

      外傷保存療法：1 単位 

    臨床柔道整復学（18 単位） 

      臨床柔道整復学各論：12 単位、臨床柔道整復学演習：3 単位 

      物理療法：1 単位、臨床的判定：2 単位 

    柔道整復実技（17 単位） 

      基礎柔道整復実技：6 単位、臨床柔道整復実技：6 単位、 

      総合実技：4 単位、外傷予防：1 単位 

    臨床実習（4 単位） 

      臨床実習：4 単位 

 

 【３】進級・卒業の要件等 

    進級するための単位修得基準は、以下に定めるとおりとします。 

  （１）進級判定基準 

   １）１年から２年へ進級する場合 

    １年次の細則に定められた開講科目の単位数のうち、未修得単位数の合計が 10 単位 

    未満の時、進級を認めます。ただし出席時間数が１科目でも基準に達せず単位未修得 

    となった場合は進級を認めません。 

 ①１年に留め置かれた者の単位修得について 

    ア．科目ごとの出席時間数が基準に達せず不合格となった場合は、進級を認めません。 

    イ．単位修得が基準に達せず進級できなかった場合は、単位未修得の科目について 

     再履修しなければなりません。 

    ウ．すでに単位を取得した科目については聴講願を提出し、校長の許可を得て聴講 

     することができます。 

    ②未修得単位数が 10 単位未満で２年次に進級した者の単位修得について 

    ２年次に単位未修得の科目の定期試験で未修得科目試験を受験しなければなりませ 

    ん。 

    この場合、クラス担任及び指導教員（科目担当教員）の指示を受けなければ受験する 

    ことができません。 

 

   ２）２年から３年へ進級する場合 

    １・２年次の細則に定められた開講科目の単位数のうち、未修得単位数の合計が５単

位未満（1 年次科目の未修得単位数は１単位以下であること）のとき、進級を認めま

す。 

    ただし出席時間数が１科目でも基準に達せず単位未修得となった場合は進級を認めま 

    せん。 

    ①２年に留め置かれた者の単位修得について 

    ア．科目ごとの出席時間数が基準に達せず不合格となった場合は、進級を認めません。 

    イ．単位修得が基準に達せず進級できなかった場合で、１年次開講科目については 

     未修得科目試験を受験しなければなりません。この場合、クラス担任及び指導教 

     員（科目担当教員）の指示を受けなければ未修得科目試験を受験することができ 



     ません。 

    ウ．２年次開講科目の単位未修得の科目については再履修しなければなりません。 

    エ．すでに単位を取得した科目については聴講願を提出し、校長の許可を得て聴講 

     することができます。 

   ３）３年次の単位修得について 

    ①１、２年次の細則に定められた開講科目が未修得の者は未修得科目試験を受験しな

ければなりません。この場合、クラス担任及び指導教員（科目担当教員）の指示を受

けなければ未修得科目試験を受験することができません。 

    ②３年次の細則に定められた開講科目の単位を修得しなければなりません。 

 

  （２）卒業について 

    各科に３年以上在学し、学則のすべての単位数を取得した者には卒業が認められ、卒 

    業証書（専門士）が授与されます。 

    ※進級および卒業は、判定会議（教員会議）において判定されます。 

 

 【４】学習の成果として取得をめざす資格 

 あん摩マッサージ指圧、はり、きゅう科：あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師 

     はり、きゅう科：はり師、きゅう師 

     柔道整復科：柔道整復師 

 

 【５】資格取得の実績（令和 6 年度卒業者） 

あん摩マッサージ指圧師：受験者数 64 名 合格者数 64 名  100％ 

はり師：受験者数 82 名 合格者数 74 名  90.2％ 

きゅう師：受験者数 82 名 合格者数 74 名  90.2％ 

柔道整復師：受験者数 21 名 合格者数 13 名  61.9％ 

 

 【６】卒業者数（令和 6 年度卒業者） 

あん摩マッサージ指圧、はり、きゅう科  64 名 

はり、きゅう科  18 名 

柔道整復科Ⅰ部  14 名 

柔道整復科Ⅱ部  11 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．組織及び教職員の状況 

 【１】教職員の組織 

   組織図 

 

               評議員会        理事会        監事会 

 

                             業務執行理事会 

                                              学校関係者評価委員・教育課程編成委員会 

  ICT関連検討委員会 

  企画調整委員会 

  単位認定審査会      校長・副校長       事務局（法人・学校） 

 入試検討委員会 

 学則等検討委員会        

 就職委員会                              

                      

                             

 

   柔 道 整 復 科               あ ん 摩 ・ は り ・ き ゅ う 関 係 科     

 

    附属接骨院  実技指導検討委員会   附属治療所  学科検討委員会 実技検討委員会 

 

 

 【２】教職員数（令和 7 年 4 月 1 日現在） 

        専任教員 18 名、非常勤講師 37 名、実習助手 4 名、柔道指導員 3 名 

    国試対策講座講師 2 名、特別講座講師７名、事務局等職員６名 

    臨床実習施設職員 4 名（専任教員１名含む） 

 

４．キャリア教育・実践的職業教育 

 【１】キャリア教育への取り組み状況 

    本校は業界からの強い要望により創立してから、60 年を過ぎました。卒業生の数も 

   6,000 人を超え、地元業界団体の要職にも多くの卒業生が就いており、業界と直結した 

   強いつながりを持つ養成施設であり、業界のニーズに適合した、実践的職業教育を行っ   

ています。 

    ①臨床実習 

      臨床教育を行うため、学内に臨床実習施設（附属治療所、附属接骨院）を設置し 

     ています。この施設では一般の外来患者を迎え、実際の臨床を経験できます。見学 

     実習だけでは臨床能力は身につきません。本校では実際の患者に対して一人で施術 

     ができるところまで、丁寧に指導を行います。 

     また、柔道整復科では、学外の臨床実習施設での臨床実習も行っています。 

    ②治療院見学 

      学内の臨床実習施設だけでなく、開業している卒業生に受け入れを依頼し、実際 

     の治療院での臨床も経験できます。 

    ③スポーツイベントでのトレーナー活動 

            様々なスポーツイベントでトレーナー活動を行っています。スポーツ選手に対す 

     る施術を体験できるよい機会となっています。 

 

 

 



 【２】実技・実習等の取り組み状況 

    本校は臨床家を育てる養成施設です。そのため、基礎実習・臨床実習とも実際の臨床 

   につながる教育を行えるよう考慮して教育内容を設定しています。 

    ①実践教育 

      上記の臨床実習施設等において、臨床経験を積み、卒業後、自信をもって臨床を 

     行えるよう、実践的な教育を行っています。 

    ②指導者複数体制 

      基礎が身についていなければ、よい臨床家にはなれません。全員が充分な基礎力 

     を身につけた上で臨床教育を受けられるよう、基礎実習においては指導者複数体制 

     をとり、指導の強化を図っています。 

    ③課外講座の実施 

      卒業後、様々な分野に進む学生のため、下記の課外講座を希望者に対して授業後 

     実施しています。 

          美容鍼灸講座、筋膜リリース講座、経絡治療講座、トレーナー活動講座 

     テーピング講座、トリガーポイント認定講座、関節アプローチ講座など 

 

 【３】就職支援の取り組み状況 

    本校では、愛知県一宮公共職業安定所に無料職業紹介事業届出書を提出のうえ、学生 

   に対して職業紹介業務を行っております。 

   教職・事務職双方に就職担当者を置き、就職の相談にあたっています。学内にキャリア 

   センターを設置し、求人情報を常時提供しています。卒業生に対しても同様に随時相談 

   に応じています。 

①企業説明会 

  毎年、企業の就職担当者を招き、企業説明会を実施しています。 

 卒業学年を対象としていますが、将来の就職について早くから考えることができ 

 るよう、1、2 年生も参加できるようにしています。学生には企業の求めるもの・実 

情等を知ることができ、企業には学生の希望や思いを知るよい機会となり、ミスマ 

ッチとならないように就職先の検討ができるようになると考えています。 

②卒後就職相談 

  国家試験の合格を待ち就職先を決める学生もいるため、卒業式後に就職相談会 

 を行っています。 

  また、過年度の卒業生に対しても随時、就職相談を受け付けています。 

 

５．様々な教育活動・教育環境 

 【１】学校行事（令和 6 年度） 

4 月 入学式、入学生歓迎行事 

5 月 解剖見学実習（２年生）、防火避難訓練 

6 月 企業説明会、愛知県柔道整復専門学校柔道大会（柔整科） 

7 月 模擬試験・実力試験（柔整科）、特別講演 

8 月 基礎医学実習（本科・専科２年生）、学会参加（本科・専科）、 

 学校協会柔道大会（柔整科）、ＡＥＤ講習（柔整科２年生）、 

       9 月 ＡＥＤ講習（本科・専科２年生）、ハラスメント研修会（本科・専科・柔整科） 

  10 月 学内研究発表大会（本科・専科）、学校協会学術大会（本科・専科） 

 11 月 学校協会統一模擬試験・はりきゅう実技審査（本科・専科３年生）、 

     校内柔道大会（柔整科）、認定実技審査（柔整科３年生） 

  12 月 国家試験模擬試験（３年生）、実力試験（柔整科２年生）、特別講演 

  2 月 国家試験模擬試験（本科・専科３年生）、 

  3 月 業界説明会（本科・専科）、卒業式、卒業祝賀パーティー 

  

 



【２】トレーナー活動（令和６年度） 

        様々なスポーツでトレーナー活動を行っています。 

   愛知県中学生ラグビーフットボール大会、栄和人杯集まれ！未来のメダリスト大会、 

   岐阜県高校レスリング新人大会、岐阜県高校総体レスリング大会、少年少女レスリング    

選手権大会など。 

 

６．学生の生活支援 

 【１】学生支援の取り組み状況 

       本校では、クラス担任制をとっています。勉強のこと、その他学生生活のことなど、 

   様々な相談に対応しています。相談内容によっては、担任ともう１名の教員の２名態勢 

   で対応しています。 

 

７．学生納付金・就学支援 

 【１】学生納付金の取扱い（令和 8 年度入学生） 

 本校の入学金、授業料等は、次のとおり。 

課
程 学科 

入学 

検定料 

入学金 
(入学年度の み）  

授業料 運営施設費 

前期 後期 前期 後期 

医

療

門

課

程 

あん摩マッサージ指圧、

はり、きゅう科 
15,000円 420,000円 600,000円 600,000円 180,000円 180,000円 

はり、きゅう科 15,000円 250,000円 460,000円 460,000円 160,000円 160,000円 

柔道整復科 15,000円 250,000円 460,000円 460,000円 160,000円 160,000円 

 ＊教科書・白衣・シューズ・柔道着（柔整科のみ）・実技教材の費用（約 15 万円）が別途必

要です。 

  その他、同窓会費（永久会費）30,000 円、後援会会費（3 年分）30,000 が必要。 

 

 【２】奨学金、授業料減免等の経済的支援（令和 8 年度入試） 

①独立行政法人日本学生支援機構の奨学金が利用できます。 

      ②教育訓練給付制度 

   ＊全科とも専門実践教育訓練給付制度の講座指定を受けています。 

        給付を受けられる要件等は、ハローワークにお尋ね下さい。 

   ③高等教育の就学支援新制度の対象校です。 

      ④本校独自の授業料等の減免制度 

１．資格のこと、学校のことをよく理解した上で入学していただくために。 

     初めて本校に入学する方が対象として受験年度のオープンキャンパスまたは個別学 

校見学に参加した上で受験し合格した場合、入学金を５万円免除 

     ２．より多くの国家資格の取得を応援するために。 

      （１）専科を卒業後、あん摩マッサージ指圧の免許取得のために本科に入学する場 

       合、本科の入学金免除、専科で取得した単位の一定程度を単位認定した上で卒 

       業までの各期授業料各１０万円免除（３年間で６０万円） 

      （２）卒業と同時に他の学科に入学する場合、 

       本科への入学は入学金及び初年次の前期授業料１５万円免除、専科・柔整科へ 

の入学は入学金及び初年次の前期・後期授業料各１５万円免除 

     （３）過年度卒業生が他の学科に入学する場合、本科への入学は入学金免除、専科・ 

柔整科は入学金及び初年次前期授業料１５万円免除 

       ＊（２）と（３）は、（１）のケースは含まない。他校の同種学科は対象となりません。 



８．学校の財務状況 

 【１】貸借対照表（別添資料参照） 

 【２】資金収支計算書（別添資料参照） 

 【３】財産目録（別添資料参照） 

 【４】事業報告書（別添資料参照） 

 【５】監査報告書（別添資料参照） 

 

９．学校評価 

 【１】自己評価報告書（別添資料参照） 

 【２】学校関係者評価報告書（別添資料参照） 

 

 


